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絹川屋運送株式会社の株式の取得（子会社化）に関するお知らせ 

 

 

当社は、平成 24 年６月 28 日開催の取締役会において、以下のとおり、絹川屋運送株式会社の

株式を取得し、完全子会社化することについて決議いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

１．株式の取得の理由 

当社グループは、中期経営計画「Challenge,Change 2014」のもと、持続可能な成長を実現

し企業価値の更なる向上を目指し、積極的な事業展開を行っております。 

絹川屋運送は、首都圏を中心とした自社配送網を持ち、主として食品関連の共同配送など

の運送事業を行うとともに、東京都江東区の好立地に常温、冷蔵及び危険物に対応した自社

倉庫を保有し、ロジスティクス事業を行うなど幅広い営業活動を展開いたしております。子

会社化することにより当社の首都圏におけるネットワーク事業、ロジスティクス事業の事業

展開において相乗効果が期待できるとともに、絹川屋運送独自のノウハウも生かしながら、

当社グループにおける事業の多角化を目指してまいります。 

 

２．異動する子会社の概要（平成 24 年６月 28 日現在） 

（１） 名 称 絹川屋運送株式会社 

（２） 所 在 地 東京都中央区日本橋蛎殻町一丁目 34 番２号 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 塙 和也 

（４） 事 業 内 容 一般区域貨物自動車運送事業・倉庫業 

（５） 資 本 金 30 百万円 

（６） 設 立 年 月 日 昭和 26 年６月５日 

（７） 大株主及び持株比率 塙 英明（124,000 株 20.7％） 
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（８） 
上場会社と当該会社 

と の 間 の 関 係 

資 本 関 係

当社と当該会社との間には、記載すべき資本関係はあ

りません。また、当社の関係者及び関係会社と当該会

社の関係者及び関係会社の間には、特筆すべき資本関

係はありません。 

人 的 関 係

当社と当該会社との間には、記載すべき人的関係はあ

りません。また、当社の関係者及び関係会社と当該会

社の関係者及び関係会社の間には、特筆すべき人的関

係はありません。 

取 引 関 係
当社は当該会社から配送業務の一部を引き受けてお

ります。 

（９） 当該会社の最近３年間の連結経営成績及び連結財政状態 

決算期 平成 21 年５月期 平成 22 年５月期 平成 23 年５月期 

 純 資 産 482 百万円 453 百万円 344 百万円

 総 資 産 829 百万円 757 百万円 632 百万円

 １ 株 当 た り 純 資 産 1,086 円 1,021 円 774 円

 売 上 高 609 百万円 543 百万円 567 百万円

 営 業 利 益 ▲199 百万円 ▲100 百万円 ▲65 百万円

 経 常 利 益 ▲191 百万円 ▲24 百万円 ▲58 百万円

 当 期 純 利 益 ▲179 百万円 ▲28 百万円 ▲109 百万円

 １ 株 当 た り 当 期 純 利 益 ▲404 円 ▲64 円 ▲246 円

 １ 株 当 た り 配 当 金 －円 －円 －円

 

３．株式取得の相手先の概要 

（1）取得先 塙 英明（東京都中央区）外９名 合計 444,000 株 

（2）上場会社との関係 記載すべき事項はありません。 

 

４．取得株式数、取得価額及び取得前後の所有株式の状況 

（１） 異動前の所有株式数 

 ０株 

（議決権の数：０個） 

（所有割合 ：０．０％） 

（２） 取 得 株 式 数 

444,000 株 

（議決権の数：444,000 個） 

（発行済株式数に対する割合：74.0％） 

（３） 異動後の所有株式数 

444,000 株 

（議決権の数：444,000 個） 

（所有割合 ：100.0％） 

（注）自己株式 156,000 株（26.0％）を所有しております。 
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５．日 程 

（１） 取 締 役 会 決 議 平成 24 年６月 28 日 

（２） 株 券 引 渡 期 日 平成 24 年７月２日 

 

６．今後の見通し 

本件による今期の業績への影響は、軽微なものとなる見込みです。 

以 上 


